


















































































古典ギリシャ文のアクセント符号 (2) は例えば [Ti cJ (誰)と [Ti cJ (誰か)の
対ではDの解消手段になっている。この符号がなければ、 [橋]と[箸]と[端]を区別
し得ない[はし]と同じ様になる。日本・支の漢字使用の効用の一端が窺われる。


















































字母の漢文式である。また、中国内の Zhuang，Bouyei， Li， Miao， Lahu， Dong， Hani， 




















ア文には言語構造の関係もあって[十ぷ] (結ぶ)と [ι ムー] (強制する)の対の様
な例が少なくない。この対では(母音符号の有無に拘らず)先頭の(子音)文字の弁別点、
でDが解消されている。
また、 「母音符号Jを用いない通常のアラビア文では子音用の三文字[I ]と[0 ]と









である。その条件下で、例えばフランス文字の対 [e]と [e]に見られる γ]は、 仮名
の濁点、の仲間とすることができる。実は、ロマンス文にはこの種の文字が結構あるが、 D
の解消手段にはあまりなっていない〈15〉o








































①[ '] (英文:名詞の所有格) : [boys] - [boy' s] - [bOys'] 
②語頭の大文字化因子(ドイヅ文:名詞等) : [Frage]一 [frage] (24) 















































































































英文の語(1)[knight]中の文字 [g] [h] [k]には、対応する音が見当らない。そこ
で、これを全て無くしてみると(4)[nit]となって、これはまた別の語を表す。また、取
り外すものが [gh]だけなら(3)[kn i t]という語に、 [ k]だけなら(2)[night]という
語になる。つまり、 [k]の存在によって(1 )と(3)及び(3)と(4)が、また [gh]の存在に
よって(1)と (3)及び(2)と(4)がDの関係を免れている。ただ、この両者の機能には少し違
いがあって、 [kJの方は語の音に全く影響しないが、 [gh]の方は直前の母音文字[i ] 
の音価の違いを書き分ける機能をも分担している。言い換えると、前者は同音の、後者は
異音のDを解消しているのである。ただ、.この例はかなり複雑で、通常は [knowJと [nowJ






















































































文では[， ]で表す。 i文字省略符号J (43)と言う名の方が適当なこの符号はまた、現行
のラテン文字欧州文では、フランス文、イタリア文等の高使用頻度の虚詞を手始めに割に











































も一般的でないとある。前者には[加cora] (錨)と [ancora] (いまだ)の対が、後者
















































(31) [白]= [し]という音の結び付きの発生の影響を警戒してのことであろう。 Dの解
消より[白]= [しろ] ([し]でなく)の表音化を重要視しているらしい。だが、 [た
べもの] [たべる]などでは[食]二[た] ([たべ]でなく)の表音化をしたり、 [の
みもの]に[飲物]を認めるなど、表音化ばかりを追っているのでもない節もある。
(32)伴(1981)の例をそのまま転載した。
(33)片岡(1982)にはイタリア文の [da]と [da]や [di ]と [di]、フランス文の
[cro iS]と [crois]、スペイン文の [e1]と [e1]が、大高(1987)にはカタロニア文























































一一一 (1991b)r文字集合の構造一日本文と対照して一 J Ii'文化』第5巻1/2号，
pp.21-40. 
(東北大学大学院生)
-87 -
